
大震災・大津波は天災ですが、「東京電力福島第一原子力発電所」の大事故は明らかに人災と言われ
ています。ロ原発から30㌔凋内外にある私たち南相馬市の市民も、避難生活を余儀なく強いられた
り、生活の手立ても大きく奪われた状況にあり、これは「日本国憲法」が保障する「生存権」そのも
のを踏みにじるものです。【】そこで今脅かされている憲法の諸権利、その条文を選んでみました。皆
様はどうお考えでしょう。事務局にお考えをお寄せください。次号に掲載いたします。

■
左
の
条
文
・
解
説
は
、
l
橿
出
版
【
竃
法
の
解
説
b

五
二
五
円
か
ら
コ
ピ
ー
し
ま
し
た
。

盲
人
の
尊
重
・
幸
浦
追
求
権
・
公
共
の
福
祉
】

第
十
三
条
す
べ
て
国
民
は
、
個
人
と
し
て
首
蚤
さ
れ
る
＝
生

命
、
自
白
及
び
幸
福
追
求
に
対
す
る
国
民
の
権
利
に
つ
い
て

・
は
、
公
共
の
福
祉
に
反
し
な
い
限
り
、
立
法
そ
爪
｝
隼
の
国
政

の
上
で
、
最
大
の
尊
重
を
必
要
と
す
る
。

盲
低
生
活
の
保
障
、
耳
の
社
会
保
障
轟
登

第
二
十
五
条
①
　
す
べ
て
国
民
は
、
健
康
で
文
化
的
な
最
低
限

贋
の
生
活
を
営
む
権
利
を
有
す
る
。

富
　
国
は
、
す
べ
て
の
生
活
部
面
に
つ
い
て
、
社
会
福
祉
、
∴
社

会
保
障
及
び
公
衆
衛
生
の
向
上
及
び
東
進
に
努
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

▼
▼
大
切
な
こ
と
ば
▼
▼

1
3
個
人
と
し
て
尊
露
一
人
へ
）
と
㌧
り
が
か
け
が
え
の
な
い
絶
対
的
な
存
在

で
あ
る
二
と
▲
仝
保
つ
た
め
に
一
滅
私
奉
公
丁
で
嘩
豊
さ
れ
た
戟
前

の
考
え
方
を
至
宝
し
た

用
幸
福
追
求
　
楽
し
い
豊
か
な
生
活
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
こ
と
【
■
プ
ラ

イ
パ
シ
ー
の
権
利
、
環
境
相
ヾ

自
己
決
定
許
な
ど
の
新
し
い

人
権
を
・
L
張
す
る
根
拠
と
な

っ
て
い
る
．

将
公
共
の
福
祉
　
社
会
を
構
成
す

る
人
た
ち
み
ん
な
の
共
通
の

祁
益
「
個
人
を
無
祝
し
た
「
全

体
の
利
益
二
，
同
家
の
利
哀
竺

の
意
味
で
は
な
い
．
ノ

生席がさん狛こ
にさもれて・●●

鱒
健
膿
で
文
化
的
な
最
低
限
度
の
生
活
　
人
間
と
し
て
生
き
て
い
く
た
め

の
最
小
限
の
生
活
。
単
に
生
物
的
に
生
き
て
い
る
と
い
う
だ
け
で
は

㌧
　
な
く
人
格
が
保
持
で
き
て
い
る
こ
と
。
こ
れ
を
生
存
権
と
い
う
▲
・

鱒
社
会
神
社
　
社
会
的
弱
考
例
え
ば
生
活
困
窮
者
、
山
人
親
（
母
子
・

∵
女
子
）
家
庭
な
ど
に
対
す
る
保
護
・
治
療
の
た
め
の
施
策
、
施
設
の

設
置
の
こ
と
。

艶
社
会
保
俸
　
疾
病
、
身
体
障
害
、
老
齢
な
ど
に
よ
る
生
活
硝
難
に
対
し

∵
て
這
豪
が
社
会
的
責
任
を
負
っ
て
行
う
新
森
∵
サ
～
ビ
ス
の
保
障
。

鱒
公
衆
衛
生
　
社
会
全
体
の
人
々
の
麓
康
の
た
め
、
病
気
の
予
防
な
ど
を

‥
ン
■
　
す
る
こ
と
二
伝
染
病
の
予
防
・
飲
食
物
取
り
締
ま
り
、
樅
粟
な
ど
〇

欄
向
上
及
び
増
進
　
「
社
会
的
潟
空
が
安
定
し
た
生
活
を
確
保
t
て
、

■
　
人
間
的
な
生
存
を
可
能
に
す
る
た
め
に
、
国
の
責
務
を
定
め
て
い
る
ぐ

【
居
住
卜
移
転
・
義
集
適
訳
の
自
由
、
外
国
移
住
・

書
の
自
由
】

腋
〓
十
二
凍
①
　
何
人
も
、
公
共
の
椙
社
に
反
し
な
い
限
り
、

禦
警
賢
評
範
郵
常
の
自
由
琶
有
す
る
8

②
何
人
も
、
爽
国
に
軌
炬
し
、
裏
は
郡
郡
を
恥
躍
す
る
自
由

を
侵
さ
れ
な
い
P

t
財
産
権
の
保
韓
、
財
産
権
の
内
辛
、
正
当
補
儀
】

第
三
十
九
条
①
　
財
産
権
は
、
こ
れ
を
侵
し
て
は
な
ら
な
い
。

②
　
財
産
権
の
内
容
は
、
公
共
の
福
祉
に
適
合
す
る
や
う
に
・

法
律
で
こ
れ
を
定
め
る
。

③
　
私
有
財
産
は
、
正
当
な
補
償
の
下
に
、
こ
れ
を
公
共
の
た

め
に
用
ひ
る
こ
と
が
で
き
る
。

tヽ－11Lノ■

■
理
由
籍
　
国
民
と
し
て
の
資
格
。

塗
離
脱
　
離
れ
る
こ
と
ユ
こ
こ
で
は
日
本
の
国
籍
か
ら
離
れ
て
、
外
鰐
の

国
籍
に
か
わ
り
外
国
人
に
な
る
こ
と
。

縞
財
産
権
の
保
靡
　
個
人
的
権
利
と
し
て
個
人
が
財
産
を
も
つ
こ
と
が
保

＝
離
さ
れ
る
こ
と
、
私
有
財
産
郡
を
制
度
的
に
保
障
す
る
こ
と
。

瀞
財
牽
樺
　
所
有
権
お
よ
び
薫
、
債
権
、
営
業
権
、
さ
ら
に
は
鉱
乗
穐
・

水
利
権
、
漁
業
権
な
ど
も
含
ま
れ
る
ぐ

蝕
法
律
　
財
産
株
の
内
容
は
法
律
で
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ

・
と
や
財
産
権
は
公
共
の
福
祉
に
よ
っ
て
制
限
し
た
り
、
政
策
的
に
現

下
鮒
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
。

鯵
正
当
な
繍
繭
∵
錮
人
の
財
産
権
を
制
限
⊥
て
、
個
人
の
利
益
を
考
え
た

公
益
を
冤
現
す
る
こ
と
は
、
「
正
当
を
補
償
」
が
条
件
と
き
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
。



Or横に′－　叫び概什魯
廃止へ向かう　0全 国の知

ぺ蜜だった」（村
事にも「騰摩発

後
、
重
患
千
代
田
虜
の
日
比
谷
公
会
堂
で

≡
≡
三
善
≡
≡
≡
≡
≡
三
軍
≡
≡
至
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
睾
≡
≡
－
－

江
重
三
郎
さ
ん
ほ
4
日
午

慮．好絆、

を
呈
し
、
「
大
国
に

を
進
ん
だ
。
そ
の
行
き
着

く
と
こ
ろ
が
今
回
の
原
発

事
故
だ
」
と
述
べ
た
。
■

哲
学
者
の
鶴
見
俊
輔
さ

ん
は
「
後
退
を
許
さ
奄
い

文
明
」
の
あ
り
方
に
疑
問

た
つ
も
り
で
文
明
の
進
歩

を
ひ
た
す
ら
信
じ
続
け
て

き
た
日
本
国
民
は
、
日
米

戦
争
に
敗
北
し
て
も
な
お

目
を
そ
ら
し
て
き
た
根
本

の
問
題
に
直
面
し
て
い

る
」
と
強
調
し
た
。

覿

「

1

華

」

」

▲6月5日付F集束新聞如「九条の会」

上春樹）　○ドイツ

の声が増えて
尭原もアリタイ

′
ヽ▲

〃すまヽl
uてき

憲
法
九
条
を
守
ろ
与
と

土
〇
〇
四
年
に
桔
成
さ
れ

た
「
九
条
の
会
」
が
四
日
、

東
京
都
内
で
講
演
会
を
開

き
、
作
家
の
大
江
健
三
郎

さ
ん
が
福
島
第
一
原
発
罫

故
に
つ
い
て
「
普
通
の
環

境
で
子
ど
も
が
放
射
能
に

殺
さ
れ
よ
う
と
し
て
い

る
。
（
原
発
に
）
は
っ
き
月

と
ノ
ー
と
等
つ
、
平
和
を

つ
く
り
出
す
決
意
を
隙
か
Ⅶ
は
ず
だ
っ
た
が
、

逆
の
道』

へ

原
子
力
利
用
の
法
整
備
が

進
ん
だ
の
は
、
米
国
の
水

爆
実
験
で
多
く
の
日
本
船

員
ら
が
被
ば
く
し
た
第
五

福
竜
丸
事
件
（
一
九
五
四

年
）
の
翌
年
だ
っ
た
と
指

摘
。
「
（
原
発
を
）
造
ら

せ
な
い
と
い
う
方
向
の
法

律
を
作
る
こ
と
も
で
き
た

め
よ
う
」
と
呼
び
掛
け
た
。

大
江
さ
ん
は
、
国
内
で

≡
≡
≡
…
≡
≡
≡
≡
…
…
…
≡
芸
≡
≡
丁

原
発
に
ノ
ー
を
」

九
条
の
会
講
演
で
大
江
さ
ん

のニュースは大新聞にはなかなか職りません）

霹βのこと多ガ靡ナ名人々がきくをっrいぎ9㌔

●地震の時、本当に死ぬかと思った●章で鹿島の海岸線と師引こ走っていた机津波に気ついて大津波をバックミラ

ーに見なから一目散に逃げた●自分の家も車も流されるのを高台から見ているしかなかった●車で逃げたが津波の中

で・流されてきた大木で止まり、90歳の母とドアの窓から車の屋楓こ上がって助かった。今でも夢をみてうなされ

る●私は町で勤務していて助かったが・妻と母はまだ行方不明。原発事故がなければ助けられたかもしれない。悔し

いし、妻や母に申し訳ない●実家は土台だけ残して流された●秋田の実家に逃げるのに・7時馳んでガソリンを千

円分だけ買い・3田間もかかった●避難所を5カ所も変わった●親戚宅に5世帯大人12人で2週間も過ごした。あ

んな思いはもうしたくない●棄京の義母が「福島県の人は棚している」と言い、その親戚宅に避難することを断ら

れた0伝染病のように思っている●1カ月以上避難した親戚のみなさんに良くしていただき、心から感謝している●

避難した親戚とその後気まずくなってしまった●いざ避難する時・めんどうになりお金と免許証以外何も持ち出さな

力った●原発事故の繹過を説明する保安院や東電の社長、副社長・報道官などの話振。は誠意もなく、国民を愚弄し

ている●元々東電の本社社員は福島県や浜通りを馬鹿にしてきた●そんなに安全なら、東京湾や大阪湾に原発を作れ

ばいいのに●東京の人たちは福島県の浜適。で電気を作って送られているなんて、全く考えてもいない●戦争でも中

止しなかったお野馬追い・神旗争奪戦が中止だなんて。原発は戦争よりひどいということか●「原発は安全だ」とず

つ－とだましていたんだね。だまされる万も悪いんだね●原発の敷地の山は1坪250円で買収したそうだ●事故の前

までプルサーマルを現し原発増設を決議した首長たらは・事故の後には被害者のように怒った。しています机な

んか変だと思います。責任を感じていないのでしょうか●いざという時国は国民を見捨てます。南相馬市ももう市も

市民も国から棄てられている。浜通。全体も沖縄と同じで「捨て石」です●「絆」や「日本は一つ」なんてウリだ●

福島県の国会議員は何をやっているんだ●JR乗日本の対応が冷めたい。常磐線なんて復旧されるのか。仙台からせめ

て原ノ町まで通してほしい●市や県職員は票災以後、不眠不休で休暇も取れず、市民に怒鳴られながら勤務している。

超勤手当もないそうだ●県外から援助に来た警察や自衛隊は放射鮒矧ま万全で立派な装備だ机地元の市職員や

消防署員は軍手に雨合羽姿で野外で活動して・笑われたそうだ●政府も国も県も乗電もマスコミも全く信用でき

ない●幼児から小中高校生が本当に可哀相だ。欲に目がくらみ安易に原発を作。、こんなひどい事態を引き起こ

した大人の世代の一人として責任を感じ・申し訳なく思う。原発稼働を蘭止出来なかったことを悔やみます●

瞥膚の点いさこの身膚仁方蓼廿ください／

大江健三郎・澤地久掛儒戸内寂静内構克人傾本龍一・鎌田慧らの呼び掛ナ人で

r騰層発・房発に±ような引000万人書名」が、6月15引ニスタ小し乱た！

今後の私たちが九条の食J活勤の一つになると患いますが、如何でしょうれ


